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洪水への対策

• ハード対策
河川改修等

• ソフト対策
情報の提供
防災教育

予測を超えるような降雨に対し
ては対応が困難

住民の防災意識向上
洪水時の速やかな避難
人的被害を最小限に止める
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ソフト対策の例

• 洪水ハザードマップ

• 雨量・水位の情報提供

• 避難情報の提供

災害時の人的被害軽減のためには
住民の自発的な避難が望まれる

そのためこれらの情報がいかに住民に
周知・理解・活用されるかが重要
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ソフト対策の現状（信濃川下流）

• ハザードマップ
PDF形式でダウンロード可能

右図のようなブラウザで閲覧、
操作可能なハザードマップも
ある

町名や国道、駅などの目印が
わかりずらいので位置の確認
がしずらいのではないか
地図は細部まで拡大できない

避難所の一覧のみなら、「ヤ
フー株式会社と災害に係る情
報発信等に関する協定」で、
ヤフーHPで閲覧可能

図：ブラウザで閲覧できるハザードマップ
（新潟市 地理情報の総合窓口 http://gis.city.niigata.jp/webgis/portal/ ）
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ソフト対策の現状（信濃川下流）

• 雨量・水位の情報提供

下越全体の地図が用いられて
いる
地図の拡大表示はできない

マーカーが重なっている部分が
あり、マーカーの選択が困難

図：新潟県下越の水位状況図
（新潟県河川防災情報システム http://doboku‐bousai.pref.niigata.jp/kasen/index.html ）

必要な情報はあるが

背景地図のわかりやすさ、
使いやすさが問題
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ソフト対策の現状（信濃川下流）

信濃川下流域全体の地図で拡大はできない

図：信濃川下流域の水位・雨量状況図
（信濃川下流河川事務所 http://www.hrr.mlit.go.jp/shinage/）
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GoogleMapを利用した情報提供

• 地図としてGoogleMapをそのまま用いること
ができる

• ホームページにGoogleMapを組み込むことが
可能

• Google Map APIを用いることにより地図をカス
タマイズできる

• 地図の操作方法がわかりやすい（スマート
フォン利用者は特に）
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GoogleMap利用例

• 長岡市避難所マップ

GoogleMapを用いた避難所一覧

マーカー表示で地図上に避難所の位置
を表示

図：長岡市避難所マップ
（http://www.city.nagaoka.niigata.jp/bousai/hinan‐map.html）
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GoogleMap利用例

図：豊橋河川事務所 河川防災情報
（http://www.cbr.mlit.go.jp/toyohashi/kasen/top.html）
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マイマップ機能による地図作成
地図上にマーカーを表示するくらいの
簡単な地図なら、マイマップ機能で可能

下図は試作の新潟市避難所一覧地図
スマートフォンでアクセスすると、GPSに
より自身の位置情報も表示可能
リアルタイムでの更新も可能

図：GoogleMapのマイマップ機能で試作した新潟市避難所一覧 9



GoogleMap利用における問題点

• 地図情報はGoogleに完全依存

• 仕様変更時の対応

今後必要であろう対応

• スマートフォン、タブレット端末利用を想定した
Web情報発信
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